


成熟業界・中小企業こそ
新規事業に積極参入すべき理由とは？

岩本石油 株式会社
常務取締役 岩本 勉氏

和歌山県内を中心に石油事業・LPガス事業な
どを展開。入社後はコインランドリー・リノ
ベーション事業など異業種の事業に積極的な
参入を続けており、自身で立ち上げた事業の
総年商規模は3年後20億円を見込んでいる。

４代目社長として、ＢｔｏＣ事業を中心に立ち上げを意識

弊社では創業100年を超える老舗のガス関連企業として、代々新たな事業を立
ち上げることをモットーに、自動車関連事業・保険事業など、次々と業態を拡
大してまいりました。同族経営ですので、私の代になったタイミングでどのよ
うな事業コンセプトをもって立ち上げをするか？という話になり、ＢｔｏＣと
いうテーマで毎年何らかの事業の立ち上げに成功しています。

「星の数ほど会社を作ろう」という企業文化

現在はHD体制を敷き、７つの事業会社を有していますが、いずれも社名は「星
の名前」となっています。これは先代の「星の数ほど会社を作ろう」という言
葉を体現していることの証左でもあります。
業界内では割と珍しいかもしれませんが、それだけ企業文化の中に、新規事業
の創出というのが根付いているともいえるかと思います。

このレポートが飛躍のキッカケになるかもしれません

私たちも決して全ての事業が上手くいったということは無く、いろいろな失
敗・試行錯誤を経て今に至ります。「千三つ」ともいわれる新規事業は、いつ
の時代も経営者の皆様の頭を悩ますところでもあるからこそ、このレポートを
通じ、何か一つでも飛躍のヒントになればと思います。



＜特別配信＞６年で５つの事業立ち上げ、
年商１０億円を実現した成功レポート

「ただ跡を継いだだけ」にはなりたくなかった

子供ながらによく聞いていた「創業者には勝てない」という言葉。確かにエネ
ルギー事業のような基幹産業では特に、よほどのことがなければ先代のやって
いたことをなぞっていくことで意外と簡単に引き継げてしまうことは、承継が
近づいていた中で実感していました。
ただ、経営者として本当にそれでいいのか？自分の熱量や余力を考えた時に、
もっと何かできることはあるだろうという思いから「自分の代で立ち上げた事
業を、会社の中核にしていく」といった目標を掲げるに至りました。

「新規事業ビジョンをつくる」時に決めたこと

自分で責任が取れる事業を新たに立ち上げようと思ったとき、最初に考えたの
が「新規事業ビジョン」でした。「何をやるのか？」ではなく、「どういう思
いで事業展開を行っていくのか？」という点を明確にしておいたことは、後を
振り返っても正解だったのではないかと思っています。
例えば本業のエネルギー事業を軸に考えた時には、まずは「横ぐし」をさして
いくという発想を大事にしています。これは単に事業という縦のシナジーだけ
を考えよう、という訳ではなく、「顧客にとってのトータルで提供価値は上が
るか？」とか「この事業を行うことによる、企業全体の価値はどのようになる
か？」などの視点を大事にする、ということです。

毎年のように事業の立ち上げに参画・推進へ

事業ビジョンを定めてからは、紆余曲折を経ながらも６年間で５事業の立ち上
げを行うことができました。すべてをゼロから立ち上げていったわけではあり
ませんし、私以外の協力も得ながらではありましたが、なんとかいずれも軌道
に乗り始めていることを実感しておりますし、ほとんど同時期に複数の事業の
立ち上げに関われたことは非常に貴重な経験となりました。
コインランドリー、フィットネス、リノベーションなど、いずれも違った畑の
分野にはなりますが、このあたりはぜひ当日もお話しさせていただければと
思っております。



新規事業がイマイチ軌道に
乗らないと感じている皆様へ

困ったときの打開策は、とにかく「深くかかわること」

さまざまな事業の立ち上げについては、もちろん上手くいかないことも多々あ
りました。そこについては講座でもお聞きいただけたらと思いますが、一番の
ネックはやはり「人」の部分。将来の成功が約束されているわけではないから
こそ、誰に担当してもらうのか？は最も頭を悩ませた部分です。
今のところの答えはと言えば、とにかく私がフロントに立って、積極的に事業
に関与していくこと。責任を持ちたくて始めたことですから、いかに本業が忙
しかろうがここは信念をぶらさずに取り組んでいます。

はじめは「最新の情報を仕入れて、やると決める」ことから

経営者の方には大変おこがましいお話かもしれませんが、当社の新規事業が
続々と立ち上がっている最大の理由は、私が「いち早く立ち上げる意思決定」
をスピーディに行っていることだと思っています。
コインランドリー事業はまさにその代表例で、立ち上げた当時はまだ競合も少
なく非常にスムーズでしたが、今のように各地で乱立しているような状況であ
れば成功は望めなかったかもしれません。
長々とお読みいただいた中で大変シンプルではありますが、最終的にはここに
帰着すると考えています。ご参考としていただけるか分かりませんが、当日は
少しでも実のある内容となれば幸甚です。

新規事業を次々と立ち上げて、見えたことは・・・

売上アップはもちろんそうですが、事業立ち上げを通じてやはり大きかったの
は、主に人の成長や定着に変化が見られたこと。これはとても貴重な気づき
だったと思っています。
中小企業でも、同じ業界でずっとオペレーションを回していると、日常業務は
固定化され、新たな発見や知識が増えにくくなる。我々の関わるエネルギー業
界では特にそうでしたし、今回「成熟業界こそ新規事業を！」と銘打たせてい
ただいているのはここにあります。
極端な例ですが、毎年事業を立ち上げるとしても、余生を考えれば「３０事
業」が限界です。既存市場の縮小を考えると、まだまだペースを上げてやって
いきたいと思うばかりです。



新規事業で「１０億円の第二本業創出」
を狙うすべての企業様へ

２０２２年は「事業再構築」ラストイヤー？

新規事業の立案をサポートする目的で立案された「事業再構築補助金」は第５
回目の採択を終え、累計でおよそ９万件の事業者様が応募をされています。今
ではかなり名の知られているこの補助金ですが、動向を見る限り、今年あたり
が補助を受けられるラストチャンスとなりそうです。
補助金ありきというのも考えものですが、コロナも明けつつある今、新たな事
業参入を考えている方にとっては今年の下半期が貴重な機会であることは間違
いありません。

株式会社船井総合研究所
事業イノベーション支援部
マネージング・ディレクター 吉田創

さまざまな業種・業態の中小企業へ「企業価
値向上」をテーマとした事業戦略の策定・推
進プロジェクトを実行。累計担当プロジェク
ト数は300を超え、近年では「新規事業開
発」に注力したコンサルティングを展開。

既に事業化が進んでいる方も、セミナーにぜひご参加ください！

これまで弊社でもさまざまな形で新規事業に関するセミナーを行ってまいりま
したが、複数事業の立ち上げを前提としつつ、「１０億円創出」というテーマ
での開催は初めてとなります。
岩本社長の新規事業にかける紆余曲折や試行錯誤の一端をご紹介してきました
が、やはりそのエッセンスを学び取っていただくにはセミナーへの参加が最も
近道であるかと思います。
まだまだ新規事業自体のアイディアを決めかねている方も、既に立ち上がって
いる事業の立て直しを図っている方もご参考いただけるセミナーになっており
ます。
オンライン開催につき参加もしやすくなっておりますので、是非ともお見逃し
の無いよう、弊社スタッフ一同参加を心よりお待ちしております。






